
安

全

宣

言

千
曲
川
河
川
事
務
所
発
注
工
事
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
、

千
曲
川
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
や
安
全
講
習
会
等
の
安
全
活
動
を
通
じ
、
そ
の
根
絶
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
。

千
曲
川
流
域
に
お
い
て
は
、
千
曲
川
本
川
で
の
大
き
な
出
水
は
な
い
も

の
の
、
支
川
で
は
局
所
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
洪
水
等
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
建
設
産
業
は
令
和
元
年
東
日
本
台

風
で
の
甚
大
な
被
害
に
対
す
る
「
信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
る
治
水
対
策
の
推
進
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
担
い
手

と
し
て
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て

も
不
変
で
あ
る
。

今
後
も
建
設
産
業
が
こ
う
し
た
役
割
を
果
た
し
て
い
く
上
で
、
最
大
の

課
題
は
担
い
手
の
確
保
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
「
働
き
方
改
革
」
の

強
力
な
推
進
と
、
ｉ-

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
を
は
じ
め
と
す
る

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
う
ち
、
死
亡
災
害
は
業
種
別
発

生
数
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

千
曲
川
河
川
事
務
所
管
内
で
の
工
事
事
故
発
生
は
、
重
大
な
事
故
は
な

い
も
の
の
、
負
傷
や
車
両
関
連
等
の
軽
微
な
事
故
が
発
生
し
、
未
だ
労
働

災
害
、
公
衆
災
害
の
撲
滅
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

無
事
故
、
無
災
害
の
実
現
に
は
、
工
事
を
施
工
す
る
建
設
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
発
注
者
・
労
働
災
害
防
止
行
政
関
係
者
が
緊
密
に
連
携
し
て
、

労
働
災
害
防
止
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
安
全
施
設
の
充
実
及
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
予
防
や
、
熱
中
症
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
安
心
し
て
働
け
る
快
適
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
行
う

な
ど
、
工
事
現
場
の
特
性
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
安
全
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

私
達
、
千
曲
川
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会
は
、
本
大
会
を
契

機
に
、
新
た
な
決
意
の
も
と
、
よ
り
一
層
、
工
事
現
場
の
安
全
管
理
に
努

め
、
官
民
一
体
で
建
設
労
働
災
害
の
根
絶
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
。

令
和
五
年
九
月
十
九
日

千
曲
川
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会

千
曲
川
河
川
事
務
所
建
設
労
働
災
害
防
止
大
会


